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拝啓 初秋の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。
日頃より、都市計画、まちづくりにご尽⼒されている皆様に対しまして、心より敬意を

表しますとともに、当協会の活動につきましてもご理解、ご協⼒をいただいておりますこ
と、厚くお礼申し上げます。

また、令和８年７⽉２８日に発⽣した「令和８年熊本地震」により亡くなられた
方々に謹んで哀悼の意を表しますとともに、被災された皆様に、心よりお⾒舞い申し
上げます。被災された皆様の安全と被災地の⼀日も早い復旧・復興を心よりお祈り
申し上げます。当協会といたしましても、復旧・復興に向けて可能な限りの⽀援に努
めてまいります。

さて、都市計画全国大会は、都市計画や都市計画事業に関連して、我が国が抱
える課題や目指すべき姿につきまして、事例発表や意⾒交換を⾏うことを目的として
毎年開催しており、１９３４年（昭和９年）以来、本年で７８回目となる歴史
ある大会です。本年は岡⼭県、岡⼭市のご共催、国⼟交通省のご後援を得て、来
る１０⽉２８日（水）と２９日（木）の２日間にわたり、岡⼭県岡⼭市で開催
いたします。岡⼭県では、１９７５年（昭和５０年・第２７回）に岡⼭市で開
催されて以来、５１年ぶりとなります。

部会では「都市交通に関する総合的な連携によるまちづくり」「災害に強い地域とに
ぎわい拠点づくり」及び「都市の魅⼒を⾼める地域資源の保全と活⽤」の、３つの
テーマでの意⾒交換を予定しております。記念講演では、岡⼭大学学術研究院環
境⽣命自然科学学域教授の橋本成仁氏に、「ウォーカブルな空間整備による魅⼒
あるまちづくり」と題したご講演をしていただきます。現地調査では県内各地の都市計
画・まちづくりの現場を視察する３つのコースを⽤意しております。

また、大会前日の１０⽉２７日（火）の夕方には、懇話会を開催いたします。
国⼟交通省幹部や都市計画の第⼀線で業務に邁進されている皆様が、忌憚のな
い意⾒交換をしながら相互親睦を深める機会となるよう場を設けております。都市計
画全国大会とあわせて多数の方々のご参加をお待ちしています。

今大会が、都市計画・まちづくりに携わる多数の皆様方にとりまして、有意義なもの
となりますよう全⼒を挙げて取り組んでまいる所存です。
ご多忙のこととは存じますが、ご参加くださいますようお願い申し上げます。

敬具

公益財団法人 都市計画協会
会⻑ 石井 喜三郎

第7８回 都市計画全国大会 の開催について
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初秋の候、皆さまにはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

まず、「令和８年熊本地震」により、亡くなられた方々のご冥福をお祈りいたしますと
ともに、被災された皆さまに心からお⾒舞い申し上げます。また、発災直後から、懸命
に対応されている自治体職員の皆さまをはじめとする関係者の方々に深く敬意を表し
ます。本県といたしましても、被災地のニーズに寄り添った⽀援に努めてまいります。

さて、このたび、第7８回都市計画全国大会を岡⼭県岡⼭市で開催することとなり
ました。

本県は、南は瀬⼾内海に⾯し、北は中国⼭地に抱かれた、豊かな自然と「晴れの
国」と呼ばれる温暖な気候に恵まれた暮らしやすい地域です。また、⾼速道路や鉄道
などの広域的な交通基盤が充実しており、中四国のクロスポイントとしての役割も担っ
ております。

全国的に急速な人口減少や少子化・⾼齢化が進⾏する中、本県では『第４次晴
れの国おかやま⽣き活きプラン』において、少子化対策を最重要課題と位置付け、結
婚や出産、子育ての希望がかなう社会の実現を強⼒に推進しております。
都市計画におきましては、令和８年３⽉に、県内全１４区域の都市計画区域マ

スタープランを改定したところであり、コンパクト・プラス・ネットワークの実現に向けて、す
べての世代が住みたいと感じる魅⼒ある都市づくりに取り組んでおります。

本大会では、人口減少時代における持続可能なまちづくりについて、各地の事例や
取り組みを踏まえながら、これからの都市計画が目指すべき姿について、活発な議論
が展開されると期待しております。

また、お越しになる皆さまには、日本三名園の⼀つである「岡⼭後楽園」、川⾯に映
える漆⿊の「岡⼭城」、白壁の町並みが残る「倉敷美観地区」などの歴史・文化資源
をはじめ、備前焼などの伝統工芸品や、桃、ぶどうなどのみずみずしいフルーツ、岡⼭
が誇る酒米「雄町」から醸された極上の地酒など、本県の多彩な魅⼒に触れていただ
ければ幸いです。

結びに、本大会が皆さまにとって実り多きものとなりますよう祈念いたしますとともに、
全国各地から多くの皆さまのご参加を心よりお待ち申し上げております。
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第7８回 都市計画全国大会 開催県ごあいさつ
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1 大会会場 岡⼭コンベンションセンター
〒700-0024 岡⼭県岡⼭市北区駅元町14-1
TEL: 086-214-1000
URL: https://www.mamakari.net/

2 開 催 日 令和8年10⽉28日（水）、29日（木）の2日間

3 主 催 公益財団法人 都市計画協会

4 共 催 岡⼭県、岡⼭市

5 後 援 国⼟交通省

6 日 程 （詳細は、大会プログラム〈４ページ〉参照）
1日目 表彰式

全体会議
部会
記念講演

2日目 現地調査 3コース

■大会に関するお問い合わせ

第78回都市計画全国大会運営事務局（岡山県土木部都市局都市計画課）
〒700-8570 岡山県岡山市北区内山下二丁目４番６号
TEL：086-226-7492 FAX：086-226-0273
E-mail: tosikei@pref.okayama.lg.jp 担当：志摩、山本、逸見（忠）

大会の概要
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◇1⽇目︓10月28⽇（水）

受 付 開 始 （09:30）

開 会 （10:15）
・開会宣言 岡⼭県⼟木部都市局⻑
・主催者挨拶 公益財団法人 都市計画協会会⻑
・開催県挨拶 岡⼭県知事
・開催市歓迎の言葉 岡⼭市⻑
・来賓祝辞 国⼟交通大臣

表 彰 式 （10:45）
・第４１回都市計画協会会⻑賞
・第６２回⼟地区画整理阿部功労賞
・第４７回公園緑地折下功労賞

全 体 会 議 （11:15)
・議⻑選出
・主報告 『都市計画⾏政をめぐる最近の動きについて』

国⼟交通省大臣官房技術審議官 筒井 祐治 氏
・部会⻑選出

休憩(昼食) （12:00）

部 会 （13:00）
【第１部会】テーマ︓『都市交通に関する総合的な連携によるまちづくり』
【第２部会】テーマ︓『災害に強い地域とにぎわい拠点づくり』
【第３部会】テーマ︓『都市の魅⼒を⾼める地域資源の保全と活⽤』

（詳細は５ページ参照）

各部会⻑報告 （15:00）

記 念 講 演 （15:30） 『ウォーカブルな空間整備による魅⼒あるまちづくり』
講演者 岡⼭大学教授 橋本 成仁 氏

（プロフィールは６ページ参照）

閉 会 （16:40）
・次期開催県挨拶 神奈川県
・閉会宣言 岡⼭市副市⻑

◇２⽇目（現地調査）︓10月29⽇（木）
➀岡⼭市内コース
②倉敷コース
③⾼梁・⽮掛コース

（詳細は7ページ参照）

大会プログラム
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【第１部会】
テーマ︓都市交通に関する総合的な連携によるまちづくり

⻑期的な公共交通利⽤者数の減少に加え、ドライバーの人⼿不⾜の深刻化の
影響により、路線バス等の廃⽌や減便が⾒られ、公共交通の利便性が低下するな
どの問題が⽣じている。
今後、人口減少や⾼齢化が⼀層進⾏することが予測される中、集約型都市構

造の実現に向け、過度に自動⾞に依存することなく、徒歩、自転⾞、公共交通等
の適切な役割分担のもと、持続可能な公共交通ネットワークの再構築が求められ
ている。
本部会では、公共交通を軸としたコンパクトなまちづくりに資する取組事例を参考

に意⾒交換を⾏う。

【第２部会】
テーマ︓災害に強い地域とにぎわい拠点づくり

近年、激甚化・頻発化する自然災害や南海トラフ地震等の巨大地震への懸念
が⾼まる中、避難路や避難場所等の防災機能を備えた都市基盤の整備など、
「災害に強いまちづくり」が喫緊の課題となっている。
あわせて、防災⼒の向上のみならず、平時における賑わいや交流を創出する拠点

形成に向けた取組も重要視されている。
本部会では、防災と地域活性化を両⽴させたまちづくりの取組事例を参考に意

⾒交換を⾏う。

【第３部会】
テーマ︓都市の魅⼒を⾼める地域資源の保全と活⽤

我が国には、歴史的価値の⾼い建造物等、特色ある地域資源が残されているが、
その活⽤に当たっては、維持管理に多くの費⽤や⼿間がかかること、所有者の⾼齢
化による担い⼿が不⾜していることなどが課題となっている。
こうした中で、都市の魅⼒を⾼め、交流人口の増加などにつなげるため、歴史的

なまちなみ空間を地域資源として活⽤し、空き家問題等、地域課題の解決を図る
取組が各地で⾏われている。
本部会では、地域資源の保全と活⽤の両⽴による都市の魅⼒向上に資する取

組事例を参考に意⾒交換を⾏う。

部会テーマ



◇現職
■ 岡⼭大学学術研究院 環境⽣命自然科学学域 教授

◇専門分野式
都市交通計画／交通まちづくり／地区交通計画

◇プロフィール
1969年⽣まれ。東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻修了。
東京大学大学院助⼿、公益財団法人豊田都市交通研究所主席研究員等を経て、2023年より現職。
2010年〜2024年、岡⼭県都市計画審議会委員。
岡⼭市、倉敷市など、現在、岡⼭県内５市において、都市計画審議会委員を務める。

◇主な著書
・「コミュニティ・ゾーン実践マニュアル」（分担執筆・㈳交通工学研究会）
・「コミュニティ・ゾーンの評価と今後の地区交通安全

－交通事故半減のヒントと商業系地区への展開－」（分担執筆・㈳交通工学研究会）
・「成功するコミュニティバス」（共著・学芸出版社）
・「コミュニティバスの導入ノウハウ」（共著・現代文化研究所）
・「鉄道と地域発展」（共著・勁草書房）

◇受賞歴
・2013年７⽉ JCOMM賞 デザイン賞, 神門通りの出雲大社門前にふさわしい風格とにぎわい

再⽣事業, 日本モビリティ・マネジメント会議
・2018年１⽉ ⼟木学会デザイン賞 最優秀賞, 神門通り, ⼟木学会

◇所属学会
⼟木学会、都市計画学会、交通工学研究会、日本福祉のまちづくり学会 等
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（はしもと せいじ）
記念講演 講演者 橋本 成仁 氏 プロフィール



現地調査
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◇調査月日：10月29日（木）

【各コース共通の注意事項】
・各コースで集合時刻が異なります。（集合場所は17ページをご覧ください。）
・現地調査の移動距離や現地の交通事情により、各到着予定時刻が前後する可能性があります。
・各コースの集合・解散の時間を記載しておりますが、各コースの参加者数やバスの台数により
変更となる場合があります。

・バスの座席数の関係から第２、第３希望へ変更をお願いする場合があります。（個別連絡）
・岡山駅での解散後、他の交通機関への乗継ぎに当たっては、十分余裕を持った時間設定にして
いただきますようお願いします。
（「○○コースだと○時○分発の○○行きの列車に乗ることができますか」等のお問合せには
お答えできません。ご理解願います。）

・悪天候が予想される場合は、各自で雨具をご用意ください。
・昼食について、岡山市内コース（昼食代含む）はお弁当を準備しておりますが、倉敷コース、
高梁・矢掛コースは昼食代が含まれておりませんので、各自自由にお済ませください。

*各コース添乗員１名同行いたします。 *バス運行会社／両備ホールディングス株式会社

①岡山市内コース（吉備津神社～ハレノワ～岡山後楽園・岡山城～岡山駅周辺）

８：2０ 集合（岡山駅西口バスターミナル）
吉備津神社
岡山芸術創造劇場ハレノワ
昼食お弁当（岡山後楽園「鶴鳴館」）
岡山後楽園・岡山城
岡山駅周辺（下石井公園、西川緑道公園、ハレまち通り、岡山駅前広場）

１６：３０ 解散（岡山駅西口バスターミナル）

②倉敷コース（倉敷市）

③高梁・矢掛コース（高梁市～矢掛町）

８：０５ 集合（岡山駅西口バスターミナル）
まびふれあい公園
あちてらす倉敷
各自昼食（倉敷美観地区周辺）
倉敷美観地区周辺

１６：００ 解散（岡山駅西口バスターミナル）

７：４０ 集合（岡山駅西口バスターミナル）
高梁市吹屋伝統的建造物群保存地区
高梁市図書館・バスセンター、高梁こども園、子育て支援センター
各自昼食（備中高梁駅周辺）
道の駅「山陽道やかげ宿」、矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区

１７：００ 解散（岡山駅西口バスターミナル）



コースの概要（詳細）

①岡山市内コース（吉備津神社～ハレノワ～岡山後楽園・岡山城～岡山駅周辺）

岡山駅前広場（完成イメージ図）

◆岡山駅前広場（路面電車乗り入れ整備事業）【岡山市】
JR岡山駅は、１日当たり約13万人が乗降する公共交通ネットワー

クの要であり、市内で最も人の往来の多い場所です。
まちなかの魅力や賑わいをつなぐ公共交通の利便性の向上を図るた

め、路面電車の岡山駅前広場への乗り入れ整備事業を進めています。
また、県都岡山の玄関口にふさわしい岡山駅前広場とするため、岡山
後楽園に見立てた、岡山らしさのある空間を形成するとともに、長庇
や公共交通案内所など快適な乗り継ぎ環境を整備することで魅力と利
便性の向上を図っています。

◆岡山後楽園、岡山城（都市公園）【岡山市】
岡山後楽園は、江戸時代を代表する大名庭園であり、水戸の偕

楽園、金沢の兼六園と共に「日本三名園」の一つに称され、国の
特別名勝に指定されています。
広い芝生地や池、築山、茶室は園路や水路で結ばれ、歩きなが
ら移り変わる景色を眺めることができるよう工夫された回遊式庭
園は、県内外や海外からも多くの人が訪れ、愛されています。
岡山城は、戦国時代、宇喜多秀家によって築かれました。また、
江戸時代、池田光政が極めた岡山のまちづくり、その中心には岡
山城がありました。外壁は黒塗りの下見板で覆われていて、烏城
（うじょう＝「う」はカラスの意味）の別名があります。
令和３年６月から岡山城「令和の大改修」として、天守閣等大
規模改修工事や展示施設の全面リニューアル等を実施し、令和４
年11月にリニューアルオープンしました。夜間貸切など岡山城な
らではの体験を提供しています。

岡山後楽園

岡山城（烏城公園）

◆吉備津神社（国宝）【岡山市】
吉備津神社の現在の本殿及び拝殿は1425年に足
利義満によって再建されたもので、それ以来、解
体修理もなくその雄大な姿を現代に伝えています。
本殿は比翼入母屋造(ひよくいりもやづくり) と
いう吉備津神社でしか見られない特殊なもので、
吉備津造りとも呼ばれており、国宝に指定されて
います。
また、本殿から続く約400mの美しい回廊は、県
の重要文化財に指定されています。

本殿及び拝殿（国宝）

回廊

岡山芸術創造劇場ハレノワ

◆岡山芸術創造劇場ハレノワ（市街地再開発事業）
【岡山市】
ハレノワは、岡山市民会館と岡山市民文化ホールの老朽化によ

り両施設の機能を統合した新しい文化施設として開館しました。
「魅せる」「集う」「つくる」を施設コンセプトに、文化芸術

の創造・発信を通して、文化芸術に親しむ市民、未来の劇場を支
える人材を育てるとともに、まちの賑わい創出にもつなげていき
ます。

◆下石井公園・西川緑道公園・ハレまち通り（まちなかウォー
カブル推進事業）【岡山市】
岡山市のまちなかは、商業・業務・集客施設等が集積するJR岡山駅

周辺エリアと、歴史遺産や文化施設が集積する旧城下町エリアの２つ
の核で形成されています。両エリアをつなぐ役割を担うハレまち通り
は、車道を２車線から１車線化し歩道を拡幅するなど居心地が良く歩
いて楽しい都市空間を目指し再整備しました。ハレまち通り、開園50
年を迎える西川緑道公園、広場を天然芝化した下石井公園は、まちな
かにおける官民連携の象徴的な空間として積極的に利活用を図ってい
ます。 ハレまち通り
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コースの概要（詳細）

②倉敷コース（倉敷市）

◆まびふれあい公園（都市防災総合推進事業）
【倉敷市】
西日本豪雨（平成30年７月豪雨）では、河川氾濫に
より、倉敷市真備地区の約３割にあたる1,200haが最
大５mまで浸水し、市内で約6,000棟の住家が床上浸水
以上の被害を受け、75人（災害関連死23人を含む）が
亡くなるという甚大な被害が発生しました。
災害に強い基盤づくりに向けた防災拠点の整備、豊

かな自然と歴史・文化の魅力の発信に向けた川を感じ
楽しめる空間の整備等に取り組み、地域の新たな魅力
や活力、賑わいの創出等、地域の更なる発展にむけ、
復興を象徴する復興防災公園として整備が計画され、
令和６年７月に開園しました。 まびふれあい公園

◆倉敷美観地区（景観地区）【倉敷市】
倉敷美観地区は、白壁の蔵屋敷と柳並木が織りなす

美しい町並みが広がるエリアです。江戸時代（1642
年）に幕府直轄地である「天領」に指定され、倉敷川
を利用した物資の集散地として発展し、川沿いにはな
まこ壁が施された蔵が建ち並び、現在見られる町並み
の原型が形づくられました。
明治時代に入ると、繊維産業が隆盛し、赤レンガ造

の工場や洋館などが、江戸期の蔵屋敷と共存し、レト
ロとモダンが融合された独特の景観が生まれています。
昭和30年代後半には行政と住民が一体となった町並

み保存運動が盛んになり、昭和44年に倉敷市によって
「倉敷川畔美観地区」として指定され、昭和54年には
国によって「重要伝統的建造物群保存地区」に選定さ
れました。今もなお、町並み保存への取組は続けられ、
その町並みは訪れる人々を魅了し続けています。 倉敷美観地区

あちてらす倉敷

◆あちてらす倉敷（市街地再開発事業）
【倉敷市】
倉敷市阿知３丁目東地区は、老朽化した木造住宅が

密集し、狭隘道路も多く、また住民の高齢化に伴い、
商店街の空き店舗が増加する等、様々な課題があった
ことから、市街地再開発事業により、商業施設・医療
モール・ホテル・マンション・市営駐車場等から構成
される「あちてらす倉敷」を令和３年10月にオープン
しました。
再開発ビル民有地と市有地を広場空間として一体的

な整備を行うことにより、オープンスペースの活用に
よる「居心地が良く歩きたくなるまちなか」を目指し
ており、まちの賑わいや周辺エリアとの回遊が生まれ
ることが期待されています。

◆中心市街地活性化基本計画関連事業（まちづく
り拠点整備事業・旧街道景観整備事業等 ）
【倉敷市】
倉敷市中心市街地活性化基本計画において「～世界

に誇る伝統文化 居心地のよいまち くらしき～」を
テーマとし、まちの個性を生かした倉敷らしい中心市
街地の形成に取り組んでいます。
倉敷美観地区周辺においては、歴史的・伝統的資源
を活用したまちの魅力向上に取り組んでおり、地域の
魅力向上や賑わいの創出を図る拠点整備を支援するま
ちづくり拠点整備事業や旧街道沿いにおける町家・古
民家などのファサード整備を支援し、町並みの連続性
の確保や景観向上を図る旧街道景観整備事業などを
行っています。賑わい創出イベント

語らい座 大原本邸

旧街道景観整備事業

まちづくり拠点整備事業
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コースの概要（詳細）

③高梁・矢掛コース（高梁市～矢掛町）

◆高梁市図書館・バスセンター
（都市再生整備計画事業）【高梁市】
中心市街地の活力と魅力の向上を図るため、交通
結節点としての利便性向上に加え、交流拠点として
の環境づくりを行うこととし、平成28年に高梁市図
書館、高梁バスセンター、備中高梁駅東西連絡道の
３つの施設で構成される複合施設が完成しました。
本施設は、カフェや観光案内スペースも設けてお
り、高梁市の魅力を創造し発信する場所として、駅
周辺の賑わいの創出に寄与しています。JR備中高梁駅（高梁市図書館・バスセンター）

◆高梁こども園、子育て支援センター
（都市構造再編集中支援事業）【高梁市】
良質な教育・保育環境を整えるため、市街地にあった
幼稚園２園・保育園１園を統合して「高梁こども園」
を整備し、令和７年９月から供用を開始しました。
本施設には、乳幼児と保護者の交流の場を提供すると
ともに、子育てに関する相談対応を行う子育て支援セ
ンターを併設しており、地域全体で子育てを支援でき
る環境を整えています。 高梁こども園、子育て支援センター

◆高梁市吹屋伝統的建造物群保存地区
（街なみ環境整備事業）【高梁市】
標高550mの山間に位置する吹屋は、江戸時代以降、
銅山で発展し、さらにベンガラで繁栄した地域で、
町全体が赤褐色の外観で統一されています。国の重
要伝統的建造物群保存地区に選定されており、令和
２年には「ジャパンレッド」発祥の地として日本遺
産の認定を受けました。
本地域は高梁市の歴史的風致維持向上計画に位置
付けられており、街なみ環境整備事業を活用して歴
史的町並みの保存等に取り組んでいます。

高梁市吹屋
（重要伝統的建造物群保存地区）

◆道の駅「山陽道やかげ宿」【矢掛町】
道の駅「山陽道やかげ宿」は、歴史ある町並みと
商店街が共存するエリアに、岡山県と矢掛町が一体
型で整備し、令和３年３月に開業しました。
道の駅の施設内には物産販売や飲食店舗を置かず、
「やかげまるごと道の駅」のコンセプトのもと、隣
接する商店街そのものを道の駅の物販及び飲食コー
ナーとみなし、道の駅施設と商店街の一体化を図る
ことで、市街地全体の活性化を目指しています。道の駅「山陽道やかげ宿」

◆矢掛町矢掛宿伝統的建造物群保存地区（都市構
造再編集中支援事業）【矢掛町】
矢掛宿は、江戸への参勤交代の宿場町として栄え、

「旧矢掛本陣石井家住宅」と「旧矢掛脇本陣髙草家
住宅」がその姿を残しています。同じ宿場に本陣
と脇本陣が対で現存し、どちらも国の重要文化財に
指定されているのは、全国でも矢掛宿のみであり、
令和２年に、国の重要伝統的建造物群保存地区に選
定されています。
大名行列等のイベント開催のほか、官民連携無電
柱化支援事業、観光交流施設整備、古民家再生事業
等、歴史的資源を活用した魅力あるまちづくりを目
指した取組が行われています。

旧矢掛本陣石井家住宅

観光交流施設（イベント広場）
矢掛町矢掛宿

（重要伝統的建造物群保存地区）
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（１） 日 時 1０月２７日（火） １８：００～１９：３０

（２） 会 場 ANAクラウンプラザホテル岡山

（岡山県岡山市北区駅元町15－1）

１９階 宙 （そら）

（３） 参加費 7，000円

（４） 主催者 公益財団法人 都市計画協会

（５） スケジュール

１７：３０ 受付開始

１８：００ 懇話会開始

１９：３０ 終了

＊参加申込方法等については、15ページをご覧ください。

11
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大会参加登録・宿泊・お弁当・交通のご案内

12

謹啓 皆様方には益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
この度、「第7８回 都市計画全国大会」が岡山県岡山市において開催されますことを心より歓

迎申し上げます。ご参加の皆様の宿泊等のお手伝いを弊社にてさせていただくことになりました。
本大会が有意義かつ盛会となりますよう心を込めて準備させていただいております。
つきましては、下記申込要項をご参照の上、ぜひお申込みいただきますようお願い申し上げます。

謹白

東武トップツアーズ（株）岡山支店 支店長 山口 正晃

１． お申込手続のご案内
（１） お申込方法

下記参加申込サイトよりアクセスの上、手順に従ってお申込みください。

https://sec.tobutoptours.co.jp/web/evt/toshikeikaku78/

＊原則として参加申込サイトからのみの受付となります。
＊「申込手続の流れ」については次ページ以降をご参照ください。

（２） 申込受付期間 令和８年９月４日（金）～9月25日（金） 23:59
＊予約の変更・確認は申込受付期間中、サイト上で24時間対応可能です。

（３） お申込み・お問合せ先

東武トップツアーズ（株）岡山支店 『第7８回 都市計画全国大会』窓口
〒700-8619 岡山県岡山市北区磨屋町10-20 磨屋町ビル8階
TEL:050-9002-5458 FAX:086-224-1645
窓口直通TEL：050-1785-7216

営業時間／平日9:30～17:30 （土日祝日は休業）
総合旅行業務取扱管理者：山口 正晃
担当：東（ひがし）・牛尾

＊総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取り扱う営業所での取引の責任者です。
この旅行の契約に関し、担当者からの説明にご不明な点がございましたらご遠慮なく
上記の総合旅行業務取扱管理者にご質問ください。

■個人情報の取扱いについて

当社は、個人情報について適切な保護措置を講じる体制を整備している事業者
に付与されるプライバシーマークの認定を2006年より受けています。 当社では、
「個人情報保護方針」及び「個人情報の取扱いについて」を制定し、広く公表すると
ともに、個人情報保護の仕組みを構築し、全従業員に個人情報保護の重要性の認
識と取組を徹底させることにより、個人情報の保護を推進しています。

許諾番号第１０４５００５５（１１）号 有効期間：2028年3月9日まで

【旅行企画・実施】

東武トップツアーズ（株）岡山支店

〒700-8619 岡山県岡山市北区磨屋町10-20 磨屋町ビル8階

観光庁長官登録旅行業第38号 一般社団法人日本旅行業協会正会員
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①申込者（取りまとめ担当者）の登録

初めて予約される方は、「申込はここをクリック」ボタンを押していただき、次画面にて、登録に使用する
メールアドレスの入力と、個人情報保護方針等への同意をお願いいたします。登録したメールアドレスに東
武トップツアーズ（株）岡山支店（toshikeikaku78@tobutoptours.co.jp）から登録に必要なURLが
送信されますので、引き続き、申込者情報の登録をお願いいたします。なお、大会に参加しない方が申込
者として、参加者の登録を行うことも可能です。

③宿泊予約

参加者の登録が完了した後、宿泊予約が可能になります。マイページメニューの「宿泊」ボタン（①）より、
宿泊予約画面へお進みください。予約画面にて必要部屋数を入力（②）した後、最下部の「申込」ボタンを
押してください。予約完了後、受付確認メールが自動送信されます。

個人情報保護方針等への同意
後に、この画面が表示され、
メールが送信されます。

②参加者の登録

申込者情報の登録後にマイページが表示されます。「参加者登録」ボタンから、大会に参加される方の情
報及び申込内容を登録してください。一人目を登録した後に二人目以降が登録できます。登録完了後に、
受付確認メールが自動送信されます。（受付確認メールが届かない場合、「完全に登録が完了していない」
などの原因が考えられますので、ご確認ください。）

ここから参加者を登録
してください。

申込⼿続の流れ
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④予約の確認・変更・取消

申込者は、登録されたメールアドレス・パスワードにより、24時間システムにログインすることができま
す。ログイン後、マイページにて、予約状況の確認・変更・取消を行うことができます。

⑤お支払い

マイページメニューの「支払・領収証」ボタンより支払画面を表示させます。ご請求内容をご確認いただ
いた上で、今回支払う項目を選択してください。次画面にて、支払方法（クレジットカード決済・銀行振込）
が選択できます。なお、クレジットカード決済は１０月２９日以降は利用できません。また、現地調査の請求
書につきましては、10月２日以降（参加コース確定後）から発行可能となります。

■予約状況を確認する方法

マイページ最下部に予約状況が表示されます。
部会・現地調査は確定後に表示されます。

■部会・現地調査の希望を変更する方法

マイページ最下部に表示される「修正」ボタン
より登録内容を変更できます。

■宿泊者の変更・宿泊取消をする方法

マイページメニューの「宿泊予約取消・変更」
ボタンより操作ができます。

■大会参加の有無・懇話会の選択内容を変更す
る方法

①マイページメニューの「取消」ボタンより登録
内容を一度取り消してください。

プルダウンで宿泊者が変更できます。

②マイページ最下部に表示される「修正」ボタン
より、再度希望する内容を入力してください。

操作方法が不明な場合は、お電話か、マイペー
ジの「お問い合わせ」よりご連絡ください。

＊懇話会参加費のお支払い方法については、15ページをご覧ください。
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2． 大会参加費・現地調査参加費のご案内

大会参加費・現地調査参加費は大会運営事務局からの依頼に基づき、東武トップツアーズ（株）
岡山支店が代行収受するものです。旅行契約には該当いたしません。

(1) 日時： 1日目 令和8年10月28日（水） 10:15～１７：００ 大会
（9:30より受付開始予定）

2日目 令和8年10月29日（木） 8:20頃～16:30頃 現地調査（岡山市内コース）

8:05頃～16:00頃 〃 （倉敷コース）

7:40頃～17:00頃 〃 （高梁・矢掛コース）

（２） 大会会場： 岡山コンベンションセンター（岡山県岡山市北区駅元町１４－1）
（３） 大会参加費（１０月28日）： 15,000円

（内訳：会議配付資料・大会報告書代等13,500円、昼食弁当代1,500円）

現地調査参加費 （10月29日）： 10,300円（岡山市内コース）※1,300円の昼食弁当代込み

9,000円（倉敷コース、高梁・矢掛コース）

＊1日目の昼食につきましては、大会運営事務局で用意した弁当（有料・参加費に含む）以外は、運営上、会場
への持込みは、不可とさせていただきます。休憩時間が限られますので、大会運営事務局で用意する弁当
をお召し上がりください。

＊現地調査は、参加者を３つのグループに分け、視察を行います。コースにつきましては、7～10ページをご
覧ください。なお、昼食については、岡山市内コースのみ弁当を用意しておりますが、倉敷コース、高梁・矢
掛コースの現地調査参加費に含まれておりませんので、各自の負担にて、ご自由にお済ませください。

３． 懇話会のご案内

大会前日には、本大会とは別に公益財団法人 都市計画協会主催の懇話会を開催します。
懇話会については、公益財団法人 都市計画協会の依頼により、参加意向及び参加費の支払方

法を確認させていただくものとなります。
参加費の集金及び請求書・領収書等の発行等につきましては、公益財団法人 都市計画協会が

対応いたします。

（１） 日時： 令和8年1０月２7日（火） 1８:００～1９:３０
（１７:30より受付開始予定です）

（２） 会場： ANAクラウンプラザホテル岡山 １９階 宙 （そら）
（岡山県岡山市北区駅元町15－1）

（３） 参加費： ７，０００円

（４） 申込方法： 参加申込サイトからお申込ください。
＊お申込の際、「当日現金支払い」と「銀行振込」のいずれかを選択願います。請求書は都市計画協会が発行

いたします。

（５） 参加費振込先： みずほ銀行 麹町支店
当座預金 000６０１７ ザイ）トシケイカクキョウカイ

＊お振込みは、令和8年12月25日（金）までに手続をお願いします。また、振込手数料はご負担をお願いし
ます。

（６） お問い合わせ先： 公益財団法人 都市計画協会 担当：平井、高橋、栗村
〒102-0094 東京都千代田区紀尾井町3番32号
TEL：03-3262-3491    FAX:03-3262-3475
E-mail：event@tokeikyou.or.jp
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【岡山コンベンションセンター周辺案内図】

4． 大会会場のご案内

会場： 岡山コンベンションセンター（岡山県岡山市北区駅元町14-1）

■駐車場（有料）について

岡山コンベンションセンター地下にはママカリパーキング（260台）、隣接してリット
パーキング（270台）があります。

岡山空港⇔岡山駅リムジンバス発着場所

＊岡山駅２階新幹線改札口から東西連絡通路を通り、全国大会会場まで徒歩３分です。

懇話会会場全国大会会場
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８：30出発ーー８：２０集合①岡山市内コース（岡山市）

８：15出発ーー８：05集合②倉敷コース（倉敷市）

7：50出発ーー7：40集合③高梁・矢掛コース（高梁市～矢掛町）

５． 現地調査

集合場所： 岡山駅西口バスターミナル（バス乗降場所）

集合時刻： 各コースで異なります。各コースの集合時刻は、下記のとおりです。

＊乗車するバスは集合時刻になるまでバスターミナルには入りません。そのため、集合時刻
まで車内へご案内ができませんのでご了承ください。

東
⻄
連
絡
通
路

バス乗降場所㉗㉘㉙

＊東西連絡通路より岡山駅西口バスターミナルへお越しいただけます。
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６． 宿泊プランのご案内 （東武トップツアーズ（株）岡山支店の募集型企画旅行です。）

参加申込サイトよりお申込ください。
○宿泊設定日：令和8年10月27日（火）、28日（水）２泊
○最少催行人員：１名
○添乗員：同行なし

＊１泊の宿泊も可能です。
＊旅行代金（宿泊プラン）は、宿泊代（１泊）・朝食代・消費税・サービス料を含む1名あたりの金額です。

宿泊プランに含まれるお食事が不要な場合でも、返金はございません。
＊部屋タイプは洋室シングル１名利用、各部屋にバス・トイレ付きです。
＊スーパーホテル岡山駅東口、東横イン岡山駅西口広場、東横イン岡山駅西口右及び東横イン岡山駅東口の朝食は、施設による無

料サービスです。

食事条件
旅行代金旅行代金

アクセスホテル名№
10/28(水)10/27(火)

朝食付き20,900円24,200円岡⼭駅⻄⼝徒歩2分ANAクラウンプラザホテル岡⼭1
朝食付き24,530円22,330円岡⼭駅東⼝徒歩2分三井ガーデンホテル岡⼭2
朝食付き18,680円18,680円岡⼭駅東⼝徒歩1分ダイワロイネットホテル岡⼭駅前3
無料朝食15,600円15,000円岡⼭駅東⼝徒歩10分スーパーホテル岡⼭駅東⼝4
朝食付き14,800円14,500円岡⼭駅東⼝徒歩6分アパホテル岡⼭駅前5
朝食付き12,870円12,870円岡⼭駅東⼝徒歩5分後楽ホテル6
朝食付き12,540円12,540円岡⼭駅東⼝徒歩5分岡⼭ワシントンホテルプラザ7
朝食付き10,300円10,500円岡⼭駅東⼝徒歩7分岡⼭シティホテル桑田町8
朝食付き9,500円9,800円岡⼭駅東⼝徒歩8分サン・ピーチOKAYAMA9
無料朝食8,800円9,200円岡⼭駅⻄⼝徒歩2分東横イン岡⼭駅⻄⼝広場10
無料朝食8,800円9,200円岡⼭駅⻄⼝徒歩6分東横イン岡⼭駅⻄⼝右11
無料朝食8,800円9,200円岡⼭駅東⼝徒歩3分東横イン岡⼭駅東⼝12
朝食付き7,900円8,700円岡⼭駅東⼝徒歩5分ホテルエリアワン岡⼭13

■各ホテルMAP

＊岡山駅構内は、地下通路又は２階連絡通路で東西を横断可能です。

＜地理院タイルを加工して作成＞

西口← →東口

懇話会会場全国大会会場
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７． お支払いについて

参加申込サイトにログイン後、「支払・領収証」のページよりお支払いの手続をしてください。
ご予約登録がない状態でご入金のみされている場合、予約完了にはなりませんので、ご注
意ください。 請求書・利用券・領収証は送付されません。 参加申込サイトより発行願います。

○支払期間は下記のとおりです。期日までにお支払いください。大会当日のお支払いは
お承りできかねますので、ご了承ください。なお、宿泊は期日までにお支払いがない
場合、お申込みの取消をさせていただく場合があります。

○お支払いに必要な手数料（振込手数料）は参加者の負担となります。ご了承ください。

８． お申込み後の変更・取消について

申込内容（大会、現地調査、宿泊）の変更及び取消は、申込受付期間中であれば、参加申込
サイトのマイページよりご自身にて手続をお願いします。
申込受付締切後の変更及び取消は、参加申込サイト「お問い合わせ」よりご連絡ください。

支払期間

令和８年９月４日（金）～令和8年11月20日(金) 23:59大会参加費

令和８年10月2日（金）～令和8年11月20日(金) 23:59現地調査参加費

令和８年９月４日（金）～令和8年9月30日(水) 23：59宿泊費

現地調査参加取消料大会参加取消料取消日

無料無料10月7日（水）

無料大会参加費の２０％10月8日（木）～10月18日（日）

現地調査参加費の20%大会参加費の2０％10月19日（月）～10月20日（火）

現地調査参加費の20%大会参加費の3０％１０月21日（水）

現地調査参加費の30%大会参加費の3０％10月22日（木）～10月26日（月）

現地調査参加費の30%大会参加費の40％10月27日（火）

現地調査参加費の４0%大会参加費の50%
（受付開始後は100%）

10月28日（水）

現地調査参加費の50%
（受付開始後は100%）

－10月29日（木）

＊宿泊について成立以降に解除される場合は、1泊ごとに上記の取消料を申し受けます。
＊宿泊予約の変更、取消は弊社の営業時間内にご連絡いただいた時点が基準となります。
＊旅行開始日の12時までに取消のご連絡が無い場合、無連絡不参加として取り扱い、100％の取消料を

申し受けます。（宿泊当日の取消連絡は宿泊施設へご連絡ください。）

参加申込みの取消に伴う取消料

取消料取消日

無料旅行開始の前日から起算してさかのぼって2１日目にあたる日までの解除

旅行代金の２０％旅行開始の前日から起算してさかのぼって20日目～８日目までの解除

旅行代金の３０％旅行開始の前日から起算してさかのぼって７日目～２日目までの解除

旅行代金の４０％旅行開始前日の解除

旅行代金の５０％旅行開始当日の解除

旅行代金の１００％旅行開始後の解除又は無連絡不参加

宿泊申込みの取消に伴う取消料

＊受付開始までに取消のご連絡が無い場合、無連絡不参加として取り扱い、100％の取消料を申し受けます。
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第二分類第一分類

機関(詳細)記号機関区分

北海道1

市区町村
(政令市を含む)

6

青森県2

岩手県3

宮城県4

秋田県5

山形県6

福島県7

茨城県8

栃木県9

群馬県10

埼玉県11

千葉県12

東京都13

神奈川県14

新潟県15

富山県16

石川県17

福井県18

山梨県19

長野県20

岐阜県21

静岡県22

愛知県23

三重県24

滋賀県25

京都府26

大阪府27

兵庫県28

奈良県29

和歌山県30

鳥取県31

島根県32

岡山県33

広島県34

山口県35

徳島県36

香川県37

愛媛県38

高知県39

福岡県40

佐賀県41

長崎県42

熊本県43

大分県44

宮崎県45

鹿児島県46

沖縄県47

その他7

第二分類第一分類

機関(詳細)記号機関区分

国土交通省本省1

国土交通省1
中国地方整備局2

各地方整備局・北海道開発局
（中国地方整備局を除く）

3

沖縄総合事務局内閣府2

(公財)都市計画協会3

民間4

北海道1

都道府県５

青森県2

岩手県3

宮城県4

秋田県5

山形県6

福島県7

茨城県8

栃木県9

群馬県10

埼玉県11

千葉県12

東京都13

神奈川県14

新潟県15

富山県16

石川県17

福井県18

山梨県19

長野県20

岐阜県21

静岡県22

愛知県23

三重県24

滋賀県25

京都府26

大阪府27

兵庫県28

奈良県29

和歌山県30

鳥取県31

島根県32

岡山県33

広島県34

山口県35

徳島県36

香川県37

愛媛県38

高知県39

福岡県40

佐賀県41

長崎県42

熊本県43

大分県44

宮崎県45

鹿児島県46

沖縄県47

参加申込書 区分・記号一覧表


